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抗生物質(Aureomycin, Chloromycetin, Terramycin)

による發疹熱の治癒經過に就いて(附:西彼杵半島北部の

發疹熱の調査成績補遺)

長崎大学風土病研究所病發部唾任:翌倉敷授)

麻生卓郎

社葬,発疹熱に和,しては,特祐癩姓という

ものがなカゝつたので'も?畔阜,滞症療韓に
I

任され,或程度,庄治の軽減を図るに過軸
(

かったが,近年,績半生物質の岳効あること.が

知,られ,我国1C.於いても, ,それによる治験例
,一■l

の報告を-見る恒華)o/存.,_背者畔,-'- 1951年4月

以凍,西彼杵半島北部の過柑獲び漁村に於い

七iWEit二F血立圧応泣び降臨床的観察把よハj

第1表

R W牲Rickettsiaの証明を示す.
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て発疹熱と確診された7例に

対して，・オーレオマィ．ゝン（

3例），タロアマイセチ＿γ（2
1

例），－‘テラマイ亭ン〔2例）を

使用し，その治癒経過を観察

する機会を得たので，その概

要を報一告する（第1表参照）．

Ⅰオーレオマイシン使用向

（A・M・と略記〕

且・州・の投典法‥　1カプセル

に25omg封入のLEp皿E　製品を

使用．第l例（25才さ〕は；発病第

8病日より508mg宛4時間毎に32

時間（8回），以後は6時間≠副こ2日

間〔8回），掩蓋8・ogrを投与Lた‾。

グ第2例（申才苧〕J第3例（18才8）

jは．J第7，第昂病日から250甲gづ

つ4時間毎に2日間（12回），つい

で占時間毎に24時間（4回），総

量各々4・ogrになった・
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経過概要：投薬開始後，24時
ヽ－ヽ

問前後で下熱傾向を示L．36－一59

時間（平均43・占時間）で赤線下に

降り，同時に気分も良好となり，

頭痛，腰痛‥金屑不振等の自覚症

状も軽減し，副作風再発熱をみ

ることなく．急速に快復転赴いた．

下熱状態をみるに，第11例（第2、－

表），第2例（第3表）に於いては，

服用後一時体温上昇し症状の増

悪を来Lたが，・数時間以内に下熱
I

Lた・
＼

第3例（第4表）に於いてはJ

投薬後体温上昇を示すことなく，

快速に下衆を見た．

打潮L使用開始より下熟までd

時間及び尭量：第l例では3占時

間で4・5gr，第2例では59時間で

3・25gr，第3例では36時間で

2・25grを使用L，平均43・6時間で

3・3grを要Lた．
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弟4轟　第3例18歳　萱
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1WFR1印（－一）．

張L，比較的重篤症状を室L．

C・叫・投与後，一時下熱憤向を

示したが．■l9時間後に悪心を伴

い体温上昇し　28時間後に急速

に下熱すると共に一般症状頓に．

經解し，一途治癒に向かった・

第5例（第占表）は，授与後

急速に下熱傾向を示し　38時間

で赤線下に降り，そのまま治癒

に至った・

亡・州債用開始より下熟まで

の時間拉びに使用重畳：第4

例は28時間に1・75gr，第5例は

38時間に2・5gr，平均すると．

33時間で2・l3grの投薬によつ

て完全に下熱Lた・

W・F・R・：第4例は，発

病後Ⅰ5日，投薬前，5o倍陽性を

示しl下燕後5日で占4o倍静臥

第5例は∴発病初期は5o倍陰性，

下熱後3日で■5o倍癌性．なお，

第4例は．第占病日の静脈血を
▼

マウスに腰種L七，RICEETT別A

を証明Lた・

；o什）

癌　日　てS
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13o　39

11o　38
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アo　3‘

WE目上F皿ⅠⅩ五億（W・F・R・と略記す）：3例

とも．発病初期には5o倍で陰性であったが，下熱後

3－5日の再検査に於いては5o～32o倍町陰性を元

Lた。

血　液　健三　第l例のみ連続して検査Lたが．

赤血球数には著変なくJ白血球並びに好中球は投薬

錬急速に減少し，琳巴球は増多Lた・第2．第3例

も同様の傾向を元Lた．

副　作　用：第3例には，病初から多少の悪心

と嘔吐をみたが，それがA・M・投与により韓別に

増悪Lたとは考えられなかった．

Ⅰタロロマイセチン使用例（C・M．と略記）

c・爪・の揖輿法：Ⅰ錠25omg含有のPA肪DAV旭

の製品を使用J第4例（5o才古），第5例（23才8）

にそれぞれ第Ⅰ6，第5病日より25omgづつ4時間

毎に2・1時間（占回），次いで6，時間≠副こ3占時間（占回）．

全量各々3・ogrを投与Lた・

経　過　概　要：第4例（第5表〕は．高熱弛

第5表・第4例　5o歳　缶
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茅6泰　第5例　23歳　呂　　　　　　　　　　　第丁轟　第占例・■28歳　8
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血液像：第4例のみを検査したが，投薬後．⊇　　Ⅱテラマイシン使用例（T・M・と略記）

白血球，好中球の減少を見，淋巴球は増加した・　　　T．札投興津：1カプセル25omg封入のP即批R

副　作用：認めら・るべきものはなかった．　　の製品を使用・第6例（28才a）は・発病第5病日

より250mg宛4時間毎に与え，占回でl・5g－仁及び．

第8表　第7例　34歳　苧　　下熱とともに中止．第丁例（34才♀）は・第占病日

より4時間毎に最初のl2時間は
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5oolng宛（3回）．r以後続ト、て下

熱するまで25omg宛（9回）．抱

畳3・75grに達Lた．

経過概要：第6例（第丁表）

は．軽症であ？たが，投薬後1o

時間で体温は37度合に降り．26

時間で赤線下に下降しJ簡単に

快癒した．

第7例（第8表〕は．高熱弛

張し重篤感あり．第5病日よ

り授与Lたが，2o時間位後に悪

寒を伴い体温頓に上昇した後，

強度の発汗をみ．42時間て赤線

下に降り．一般症状は急速に快

復した・両例倶に再発熱をみな

し、・

T・爪・授輿開始より下熟まで

の時間放びに使用重畳：第占

例は26時間でl・5gr，第7例では

42時間で3・75gr．平均34時間で

2・63gTを用いた．

W．F・R．：両例とも，病初

甜倍陰性であったが，第2超に
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はそれぞれ馳倍並びに32O倍の静性を京Lた・　　　　白血球及び好中球の滅少上潮巴球の増加を見た．

血＿準　便1：第7例では，韓薬下熱に従って．　　副1作　用1：全く認められなかった・

Ⅳ　絶括政び！こ結語　　　　　　　　　　　．1

1951年4月から1952年の問に長崎県西彼杵

半島北部の発疹熱7例に就いて，AureomyCin

〔阜例），ChlOTomyCetin〔2例），TerramyCin

（2例）．忙よる治療を行い，垂例，副作用を

寵めす，．再発畢抱く，短時日のうちに全治せ

しめたことを贋験－し，その治癒経過忙関して

2～3の観察を下すことがで・きた・：岬

1・投薬開始より下熱するまでの時間放び

に薬量は，A．M．では3例平均43・6時間で

3・33gr，C・M．では2例平均33時間で2．13

gr，T・M・では2例平均34時間で2．63gr，垂

7例を通観すると，最短26時間，最長即時問，

平均37・8時間，服用薬畳，最少1・5gr，最多

4・5gr，平均2・78grであった．

2．W肌－FELl文展応に就いては，第1例，

第3例，第5例，第6例は，病初5o悟陰性，

治療筏，第2週に入って5o悟陽性右示したに

過ぎ患い．第2例，第7例は，病初5O倍陰性，

治療後，第2週に於いて32O倍陽性を示した
ヽ

が，こ圧れとても著明な価とは云えない．第4

例は，第1∫病日5o悟陽性（治療前），発病後

第22日には64o悟陽性を示したが，ここれは治

療開始までに相当の時日があったためと思わ・

れる．・要するに，RiCkettsia、の抗元作用が尭

分に発揮される前に治療を受ける主，WFR

の凝集素の産生が阻止されると考えてよいで

あろう・

3．血液優に就いては，自血：昧放びに好中

球は投薬下軸に従って著明に減少し，淋巴≡蛾・

は反対に増多するが，治癒ととも鱒正常に復

する・これを一般的在過と昆倣すことができ

る・

4・臨床症状を見るに，比較的早期に治療

を開始した第3例，第5例，第6例は，服薬

に従って下熱の一途を辿って簡単に治癒した

が，精々遅れて治療忙着手した第1例，第2

例，第4例，第7例に於いては，一過性なが

ら，一旦体温上昇，一般症状もー時増悪の形

が見られたのでぁるが，■この午とは病同体が

崩壊して体内毒素（仮に有るも■のとして）が

一挙に辟離するた也ではないかというごとfを

考えきせ・るもので．ある・　　　　　　　、

5．．第4例からは動物接種試験によつlて

Rickettisiaを証明Lた。・

こ．の報告の要旨は，昭和26年11月18日，長

崎医学会第27回給金（長崎市）に於いて発表

したが，以後昭和27年末日までに經験した症

例も此処に、追加した．

附：西彼杵半島北部の控疹熟の調査成捧補

遺

西彼杵半島北部，大串村及び瀬川村社びに

針尾島に於いて，．1947～50年の4年間に宜つ

て，従来原因不明の－疾患とされていた発疹

熱57例を証明したが（前期調査‥1年平均14

例〕，1951～52年の2年間に於いては，略々

同一地域では13例を確診したに過ぎない（後

期調査：1年平均7例）．前期調査及び後期

調査の1年平均の発生率の簡略の対比を表示
f

すると∴：－二∴

人。戸数青菜生牌人。犀患率戸数鞋茎

前期調査197o

後期調査1970

3oo

3oo

14

7

1：l4l

ゝl：282

1：2I

l：42

後期2年間に於いては，鼠既発団駆除4回

施行，BHC及びDDTの使用を一般に普及せ

しめ，鼠族遊びに蚤類の激減が見られたとい

う事巽があるので（統計的調査を快くが），そ

れが発疹熱の発生の半減の一原因になったと

一応は考えることができる．

前期調査に於いては，鼠蚤J4正中ヰ例から

Rick離tsiaを証明したが（既報），後期調査
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昭和2ア年度文部省科学試験研究費補助金のー1

部による．長崎大学風土病研究所病理部主任彗

倉教授の御指導と御校閲を深謝する．

に於いては，入費326疋の検査は陰性に終わ

った・発疹熱の疫理に就いては，＝妹介昆虫の

生態及び感染蛾序の再研究など，幾多重要な

問題が遺されていると思う・
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